
[Q10] あなたが日常生活や社会生活を送るうえで、バリアフリーやユニバーサルデザイン（以下「バリア
フリー化」といいます。）が進んでいないことで、不便や不安などの何らかのバリアを感じていま
すか。教えてください。（単一回答）

１．バリアフリー・ユニバーサルデザインについて伺います。

バリアフリーとは、障害者や高齢者、妊産婦など身体機能等に関して何らかのハンデを持つ人が生活を送る上での障壁(バリア)となるものを除去
するという考え方です。ユニバーサルデザインとは、年齢、性別、障害の有無にかかわらず、人々が製品や施設、生活環境等を利用しやすいよう、
はじめからデザインする考え方です。段差が生じないようフロアを設計すること、また、最初からスロープやエレベーターを設置することはその
一例です。

 全体では、「バリアを感じることが多い+バリアを感じることがときどきある」の割合が
41.4％。（前回調査では、39.5％）

 男性（37.6％）に比べ女性（45.0％）の方が、「バリアを感じることが多い+バリアを
感じることがときどきある」の割合が高い。

 性年代別に「バリアを感じることが多い+バリアを感じることがときどきある」の割合を
みると、女性のすべての年代において、男性同年代のスコアを上回り、特に、15～19歳、
40代でこの差が大きい。
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